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第５学年　理科学習指導案
は組　男子19名　女子18名　計37名
指　導　者 　   久　保　　博　之

１　単　　元　　電流の働き
２　単元について
（1）単元の位置とねらい

子どもたちは，これまでの学習を通して，回路ができると電気が流れることや乾電池の直列つな
ぎと並列つなぎによって電流の強さが異なるとともに，モーターの回転や豆電球の明るさが変化す
ることをとらえてきている。

そこで，本単元では，電磁石の導線に電流を流し，電磁石の強さの変化について興味・関心をもっ
て追究する活動を通して，電流の働きについて条件を制御して調べる能力を育てるとともに，電流
の働きについての見方や考え方をもつことができるようにすることをねらいとしている。

なお，ここでの学習は，生活に見られる電気の利用について興味・関心をもって追究する活動を
通して，電気の性質や働きについて推論する能力を育てるとともに，電気はつくったり蓄えたり交
換したりできるという見方や考え方を養う学習へと発展していく。

（2）指導の基本的な立場

現代の生活を維持し，向上していくためにはエネルギー資源を効率的に使いながら確保していくことが重
要になる。中でも電気を生み出すためのエネルギー資源については，地球環境との調和を考えていく必要が
あり，確保していくための重要な選択を迫られている。生み出された電気は光や熱などに変換されて利用さ
れているが，モーターを利用した回転運動もその１つである。モーターは，電流によって磁石の性質をもっ
たコイルと永久磁石の間で引く力や反発する力が生じ，回転を始める。また，モーターには，整流子が使わ
れており，コイルに電流が流れたり，流れなかったりすることで慣性によって回転を続ける。実生活では，
扇風機やスマートフォン，ハイブリッドカーなど数多く存在しているが構造的にブラックボックスになって
いる物が多い。

そこで，本単元の展開に当たっては，電流の働きについて条件を制御した実験からとらえさせたり，実験
で獲得した事実と電化製品の働きとを関係付けるための電化製品の分解や電流の働きを利用したものづくり
をさせたりすることが大切である。これらを通して，身の回りでは，私達の生活を快適にするために，様々
な物に電磁石が利用されていることをとらえながら，目に見えない電気が様々な姿に変わって働いていると
いう多様性の視点をもたせることが大切である。

具体的には，まず，身の回りで利用されているモーターには，コイルや永久磁石が存在することをとらえ
させるために，扇風機やモーターを分解する活動，コイルモーターを製作する活動を設定する。その際，電
気が流れるコイルには磁力が生じるすることに気付かせていく。次に，電流の向きを変えて電磁石の極につ
いて調べることを通して，電磁石は極を入れ替えることができることをとらえさせていく。そして，電気が
流れるコイルに発生する磁力は変化させることができることをとらえさせるために，電流の強さやコイルの
巻き数などの条件を制御しながら，生じる磁力の強さを比較して調べる活動を設定する。その際，コイルの

巻き数を変化させて調べた磁力の強さと一本のエナメル線にも生じる磁力の強さと関係付けながら，磁力が

変化する要因を明らかにするための学び合いの場を設定する。さらに，モーターの内部を再度観察させるこ
とを通して，鉄芯の存在に気付かせ，コイルに鉄芯を入れて調べる活動を設定することで電気が流れている
コイルには，鉄芯を磁化する働きがあることをとらえさせる。最後に，電磁石のきまりが身の回りの生活に
生かされていることをとらえさせるために，簡易な扇風機を製作する活動やモーターのコイルの長さを調べ
る活動を設定することを通して，実感を伴いながら電流の働きに対する見方や考え方を育んでいく。

これらの学習を通して，批判的に思考することを繰り返しながら，条件を制御して調べる能力を高めるとと
もに，電気が流れるコイルには磁力が発生することについて多面的・総合的に考える力を高めることができる。
また，電気の流れに伴い磁力が発生することや極を入れ替えることができたりするといった新たな見方や考
え方をもつことができるようになる。そして，構築した見方や考え方を基に，身の回りで利用されている電
化製品を見直すことで，科学技術が発展し続けていることを実感を伴ってとらえることができるようになる。
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（3）子どもの実態（調査人数37名，質問紙法，表－１～ 5は重複回答，主な項のみ記入，数字は人数）

本学級の子どもたちは，表－１から，モーターの分解や仕組みを調べること，ものづくりなどに
興味・関心をもっている。これは，４年生の学習でモーターを中心の教材として扱ったり，３年生
から電気に関するものづくりを体験したりしているからだと考える。表－２から，身近にあるモー
ターを利用した物として扇風機を挙げている子どもは多いが，その他の物については少ない。これ
は，扇風機や換気扇に付いているプロペラによって回転の様子が見えるからだと考える。表－３か
らモーターの部品については，多くの子どもがとらえていないことが分かる。これは，身の回りに
あるモーターのほとんどがブラックボックスになっているからだと考える。表－４から，クリップ
の数を増やす方法については，電源となる乾電池の数には，目を向けている子どもが多いが，コイ
ルやくぎに目を向けている子どもは少ない。これは，４年生の学習で，乾電池の数やつなぎ方を変
える実験を行ってきているが，つないでいるモーターなどの物については，改造するなどの工夫を
していないからだと考える。また，表－５から電気の流れに伴い磁力が発生することをとらえてい
る子どもはいないが，回転や光については，多くの子どもがとらえていることが分かる。これは，３，
４年生の学習で中心の教材として扱い，豆電球やモーターを使ったものづくりの経験があるからだ
と考える。表－６，７より，要因となる条件に着目して観察，実験に取り組む必要性に気付いてい
る子どもが見られてきている。これは，４年生の学習で，植物の成長と気温の変化を関係付ける等
の学習を通して，関係付ける能力が培われてきているからだと考えられる。

（4）指導上の留意点

自作のモーターが回転した驚きや感動を味わいながら，見いだしたきまりをつなげて自然に対す
る感じ方や考え方を育むために，簡易な扇風機を製作するプロジェクト学習を設定する。
ア　モーターに使用されているコイルと永久磁石の存在に気付かせるために，まず，扇風機を分解

する活動を設定する。その際，モーターが回転する際の条件に着目させるために，扇風機の分解
で獲得した事実と比較させながらモーターを分解する活動を設定し，永久磁石とコイルを近づけ
たときのみモーターが回転することをとらえさせる。次に，モーターが回転する仕組みに問題意
識を焦点化するために，コイルモーターを製作する活動を設定する。そして，電気が流れるコイ
ルに磁力が生じることをとらえさせるために，釘や方位磁針などを近づけた際の現象を比較させ
る。その際，方位磁針の針の振れに着目させ，電流の向きで極が変わることをとらえさせる。

イ　電気を流したコイルに生じる磁力をとらえさせるために，釘や磁石，マグチップなどを近づけ
たときの現象を比較させていく。次に，磁力の強さは変化することをとらえさえるために，電流
の強さやコイルの巻き数，鉄芯の有無といった条件を制御させながらマグチップの付く量や方位
磁針の針の振れ方を比較させる。その際，コイルの巻き数とエナメル線一本にも磁力が生じるこ

とを関係付けて，コイルの電気の流れを指でたどらせながら磁力が強くなる要因を明確にする学

び合いの場を設定する。そして，電磁石のきまりをつなげて自然に対する感じ方や考え方を育む
ために，モーターのコイルの長さを調べる活動や簡易な扇風機を製作する活動を設定し，きまり
が生かされていることを実感を伴ってとらえさせていく。
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３　目　　標　
（1）　コイルモーターの回転する仕組みや電磁石の強さの変化の要因について，興味・関心をもち，

日常生活と関連させながら意欲的に調べ，電流の働きを進んで調べようとする態度を高めることが
できる。

（2）　コイルの巻数や電流の強さなどの条件を制御しながら，電気を流したコイルに生じる磁力の強
さと関係付けて調べたり，コイルモーターが回転する要因について推論し，表現することができる。

（3）　モーターを分解して構造を調べたり，電流の強さについて，電流計を用いて正しく計測したり
することができる。

（4）　電気が流れているコイルには，鉄芯を磁化する働きがあり，電流の向きが変わると，電磁石の
極が変更すること，電磁石の強さは，電流の強さや導線の巻き数によって変わることを説明する
ことができる。

４　指導計画（全13時間）
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５　本　　時（９／ 13時）
（1）目　標

コイルの巻き数によって生じる磁力の強さを比較して調べる活動を通して，エナメル線一本にも
生じる磁力は，コイルの巻き数によって変化することを説明することができる。

（2）本時の展開に当たって

コイルの巻き数で生じる磁力が異なる要因をとらえさせるために，まず，「見通す」過程で電流
の強さは変化しないが，コイルの巻き数が変化することによって何が変わるから，磁力が変化する
と考えているかを説明させる。次に，「吟味する」過程において，仮説を証明させるために，巻き

数によって生じた磁力が異なった事実とエナメル線一本にも磁力が生じた事実を関係付けて生じる

磁力が異なる要因を説明させる。

（3）実　際

- 1 -

２ 予想する。

15

５ 感じたことや考えたことを表現する。

　大きな羽根を回転させる扇風機では，エナメル線
を何回巻いてコイルを作っているのかな。

　４年生で使ったモーターは小さいけどコイルの巻き
数を増やすことで，磁力を強くしていたんだね。

− 43 −


	H26年度_学習指導案-本文.pdfから挿入したしおり
	H26年度_学習指導案
	H26年度_学習指導案_複式


